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佐賀県警察署協議会代表者連絡会議開催結果の概要 

 

                                             　  　　　令和７年２月25日 

会　　議 　令和６年度　佐賀県警察署協議会代表者連絡会議　

開催日時   令和７年１月30日（木）　13：30　～　15：00　　

開催場所 　佐賀県警察本部 第一会議室

 ○　公 安 委 員 会 (３人) 

　 　　奥田委員長、岸川委員、牛島委員 

出 席 者 ○　警察署協議会（10人） 

　　佐賀南署協議会：横尾会長　　佐賀北署協議会：椿原会長 

　　神埼署協議会：吉富会長　　鳥栖署協議会：木原会長 

　　小城署協議会：宮原会長　　唐津署協議会：瀬戸会長 

　　伊万里署協議会：宮﨑会長　  武雄署協議会：草場会長 

　　白石署協議会：友納会長　　鹿島署協議会：伊東会長 

○　警 察 本 部（10人） 

　　福田本部長、中道警務部長、寺戸首席監察官、 

　　樋口生活安全部長、川原刑事部長、笠原交通部長、 

　　野口警備部長、脇山総務課長、 

　　鶴公安委員会補佐官室長、同室係長 

○　警 察 署（10人） 

　　各警察署警務課長　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    計　33人

議　　　事　　　概　　　要

１　開会 

 

２　公安委員会委員長挨拶（要旨） 

　　警察署協議会代表者連絡会議に御出席いただき感謝申し上げる。 

　　委員の皆様には、それぞれの協議会において、地域住民の視点に立った貴

　重な御意見や御提言をいただくとともに、地域に密着した各種問題について、

　真摯に、且つ活発に議論が行われていることを拝見てし、大変心強く感じて

　いる。 

　　警察署協議会の目的は、地域住民の代表者である協議会委員の皆様の意見

　を警察業務に反映させ、地域住民と警察が一体となって安全で安心できる地

　域社会を築くことにある。 

　　委員の皆様には、地域住民の代表として、また地域と警察の「架け橋」と

　して、今後も引き続き地域の治安情勢等を踏まえた積極的な提言をいただき

　たいと思う。 

　　本日は、日頃感じておられる御意見、御要望もお話しいただいて、会議が

　有意義なものとなることを期待している。 
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３　警察本部長挨拶（要旨） 

　　各警察署協議会の皆様には、各警察署の業務運営に関し、様々な視点から

　貴重な御意見を賜り、また、警察行政の各般にわたって深い御理解と御支援

　をいただいていることに御礼申し上げる。 

　　安全で安心な地域社会の実現は、警察だけの力でなし得るものではなく、

　警察が、地域の犯罪や交通事故を防止するなどの様々な活動を行うに際して

　は、地域の方々の意見や要望等を十分に把握するとともに、理解と協力を得

　ることが必要不可欠であると考えている。 

　　協議会の皆様におかれては、今後とも、地域における様々な御意見、御要

　望等を積極的に提言いただくとともに、地域の安全・安心の確保のための警

　察活動に御理解と御協力をいただくようお願い申し上げる。 

 

４　協議会活動事例等の発表 

    各警察署協議会の代表者が、次のとおり発表した。 

  　○　諮問、答申状況　　　　　　　　　　　　　～全警察署協議会 

　　○　警察業務の理解を深めるための視察状況等 

　　　・　通信指令室・交通管制センターの視察等　～佐賀南警察署協議会 

　　　・　動画危険予測トレーニング装置の体験等　～佐賀北警察署協議会 

      ・　年末年始警戒隊出発式視察等　　　　　　～神埼警察署協議会 

　　　・　令和6年能登半島地震に伴う特別派遣活動報告、若手職員との意見

　　　　交換会等　　　　　　　　　　　　　　　　～鳥栖警察署協議会 

      ・　災害対策資機材、パトカー等積載資機材の視察 

　　　　                            　　　　　　～小城警察署協議会 

  　　・　ＶＲ使用にかかる交通事故模擬体験視察等～唐津警察署協議会 

　　　・　伊万里警察署員による「ＳＮＳ方投資詐欺や国際ロマンス詐欺防止

　　　　に関する講話」の聴講等 

　　　　                            　　　　　　～伊万里警察署協議会 

　　　・　テロ対処訓練の視察、交通死亡事故発生場所の視察等 

　　　　　　　　　　　　　　　                　～武雄警察署協議会 

  　　・　災害危険箇所の視察等　　　　　　　　　～白石警察署協議会 

  　　・　運転シミュレーター（さがポリスふれあい号）の体験視察等 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～鹿島警察署協議会 

 

５　意見交換・質疑応答等 

　　意見交換・質疑応答では、一般市民からの要望が多い「信号機の設置につ

　いて」質疑がなされた。 

　　また、警察署協議会委員の意見が警察署の取組に反映された好事例のほか、

　懇親会の開催をはじめ、協議会委員が意見・提言をしやすくするための雰囲

　気作り等について意見交換が行われた。 

 

６　公安委員会委員総評 

　⑴　奥田委員長 

佐賀県10警察署ある中で、諮問、答申について検討がなされ、それぞれ

様々なアイディアを出していただいていることが分かった。 

県民、市民、町民として率直な意見、感想を言ってみることが大切だと
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感じている。 

今後も、それぞれの立場や経験に基づき、様々な意見を出していただく

ことを期待している。 

　⑵　岸川委員 

警察署協議会は、地域住民の皆さんの意見を聞くことができる貴重な場

である。 

また、地域の特性が異なるため、各地で特有の課題や問題点があると感

じている。 

今後も、地域の安全・安心について、協議会委員の皆さんの忌憚のない

意見をお願いしたい。 

　⑶　牛島委員 

本日は、協議会委員の皆さんの様々な声を伺うことができ、感謝申し上

げる。 

引き続き、警察署協議会の場を通じて、率直な声を届けていただきたい。 

警察としてもその声をしっかり受け止め、県民の安全、安心を確保する

ための効果的な警察活動に繋げていくことが大切だと感じた。 

 

７　警務部長謝辞 

    本日は、活動概要、諮問・答申について拝聴させていただいた。 

　　署状はそれぞれあっても、どれも重要であり、かつ地域住民の方々の御理

　解と御協力が不可欠な施策ばかりである。 

　　そのことに関して、地域住民ならではの新鮮な視点で真摯に協議に御協力

　いただき、答申いただいたことに心より感謝申し上げる。 

　　協議会委員の皆様から市民目線でご提案いただいていることに思いを新た

　にするともに、今後とも、少しずつでも取り上げさせていただければと考え

　ている。 

　　今後も厳しい犯罪情勢、交通事故情勢等が続くと思うが、県警察としてし

　っかり取り組んで参りたい。 

　　引き続き、安全・安心の佐賀を実現するため、警察活動への御理解を賜り

　つつ、積極的な提言について御協力をお願いする。 

 

８　閉会 

 

９　備考 

    県警察における詐欺被害防止啓発活動「ＳＨＢ２４プロジェクト」の取組

　紹介として、 

　　　○　ニセ電話詐欺等被害防止の漫才（県庁漫才師「今日もさが日和！」） 

　　　○　ＳＨＢ２４講話グランプリ優勝者による講話 

　　　○　ＳＨＢ２４動画コンテスト優秀作品 

  が披露された。 


